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ベリーズ通信 ～ 青年海外協力隊 in Belize ～

レポート：徳永侑子（黒潮町佐賀出身）No.6

　こんにちは。皆さんもご存知かもしれませんが、この度NPO砂浜美術館とのコラボで「HIRA HIRA 

Project」をさせていただいております。応募してくださった方々、本当にありがとうございました。

素敵な作品がお届けできるよう、子供たちと頑張ります。

　そして先日、高校生のソフトボール全国大会が行われました。結果は女子チーム優勝、男子チーム

準優勝です。去年は2回戦敗退だったのに、今年はこんなに素晴らしい結果を残してくれて、感動です。

思春期真只中の生徒たちへの指導は、本当に大変でした。でも、今回すごく感じたことは「心はプレー

に出る」ということです。自信がなさそうな生徒には、ただひたすら「大丈夫、大丈夫、あなたならで

きる！」と何回も言ってきました。全国大会の舞台で緊張して泣いている生徒もいました。それでも、

私にはただただ信じて、応援して、見守ることしかできませんが、自分と戦いながら最後まで頑張っ

てくれた生徒たちには感謝の気持ちでいっぱいです。地球の裏側でこんなに感動させてもらえるなん

て思ってもいませんでした。ソフトボールをやっててよかったなと素直に思いました。ベリーズでの

生活もあと半年です。また皆さんに素敵な報告ができるよう頑張っていきます。

チーム全員で記念撮影 トロフィーを手にする生徒 喜びの表情を見せる徳永さん（右）

　はじめまして、4月より地域おこし協力隊として活動させていただいています

高木智子です。

　黒潮町のことはまだわからないことばかりですが、生まれ育った和歌山と気候・

食べ物・風景もよく似た黒潮町にどこか懐かしさを感じております。暖かい気

候と穏やかな人々、美しい青い海、美味しい魚に柑橘類、こんな素敵な場所に

住むことができて本当に嬉しく思います。こちらに来て早々から多くの方にご親切にしていた

だき、無事に移住してくることができました。その感謝と喜びの気持ちを持って、協力隊の活

動に取り組んでいきます。

　協力隊としての活動内容は黒潮町の広報紙の編集で、イベントの

お知らせや町の暮らしに欠かせない情報をお伝えしていきます。黒

潮町の良さを学ばせていただきながら、地域の皆さんにも良さを再

認識してもらえるような広

報にできたらと思っていま

す。

　さまざまな場所でお会い

することもあるかと思いま

す。お気軽に声をかけてく

ださいね。

【今月の担当者】
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